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表紙写真説明

後継者養成・経営力向上研修会
「怒りとイライラをコントロールする技術

～アンガーマネジメントスキル」(下関市）

 山口県中小企業団体中央会
中小企業・組合を応援します！～創業・連携・運営を支援～

特集 平成28年　年頭挨拶
■　新年挨拶
■　組合等ニュース紹介
■　女性リーダー・男性管理職に必要なスキルとは
■　景況動向
■　 山口県中小企業団体中央会創立60周年記念式典の開催について
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年頭挨拶

年頭のご挨拶

山口県中小企業団体中央会　　
会長　和　田　卓　也

　あけましておめでとうございます。
　平成28年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、県内中小企業の景況は、一部に弱さがみられる
ものの、全体としては緩やかに回復している、とされております。特に、
生産は堅調に推移しており、雇用・所得情勢は着実な改善を続け、企業倒
産は落ち着いているが、中国、欧州等海外経済の景気を下押しするリスク
もあり、期待感はあるものの、安定的とはいまだ言えない状況にあると考
えます。

　こうした中、本会では、昨年度に策定した中期行動計画「アクションプラン2014」に基づき、「組
合制度等を活用した連携・創業支援」、「既存組織等の活性化支援」、「中央会の支援機能強化」を３つ
の「柱」として目標を掲げ、引き続き、中小企業や組合等が抱える課題の解決や、成長・発展の実現
に繋がる具体的な取り組みを行ってまいりました。さらに、これまでの経験やノウハウ、培ったネッ
トワーク力を活かし、県内唯一の中小企業連携組織支援機関として、県内の中小企業者の活性化のた
めに、「組織化」、「連携」、「マッチング」をキーワードに、事業規模の拡大や事業の効率化など、様々
な課題への対応策としての組合制度の活用等を積極的に提案しているところです。
　なかでも、地域や社会に貢献する「企業組合」の活用提案については、女性が活躍する県内農産加
工グループの法人化策として昨年度から今年度にかけて、12組合の設立が実現しています。
　また、平成24年度から継続し、のべ約430社で事業費総額約80億円が活用されている「ものづくり補助金」
については、設備投資等に活用されただけでなく、それに伴う新たな雇用や賃金の引き上げに繋がる
など、本県経済の活性化に大きく寄与できたのではないかと考えております。
　本会は、今年創立60周年を迎え、２月15日に記念式典を行うこととしております。中小企業組合の
持つ意義とその果たしてきた役割、さらには中小企業並びに中小企業連携組織の今後の在り方を改め
て認識するとともに、本年を「アクションプラン2014」の総仕上げの年と位置づけ、プランに掲げる
数値目標を達成し、会員の皆様方が厳しい時代を乗り切り、元気を取り戻していただけるよう、「元
気で頼りになる中央会」を目指して、役職員が一丸となって、会員の皆様に寄り添う支援を心がけて
まいります。
　この新しい年が、更なる景気回復の実現の年となりますことを祈念いたしますとともに、会員の皆
様をはじめ、関係各位の益々のご繁栄とご多幸をお祈り申しあげ、年頭のご挨拶といたします。
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年頭挨拶

年頭知事挨拶

山口県知事　　　　　
村　岡　嗣　政

　明けましておめでとうございます。
　すがすがしい新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げますとともに、
県民の皆様にとりまして、今年がより良い年となりますことを心からお祈
りいたします。
　昨年は、大河ドラマ「花燃ゆ」の放送をはじめ、ミラノ国際博覧会への
出展や「第23回世界スカウトジャンボリー」、「ねんりんピックおいでませ！
山口2015」の開催、さらには、県内に５つの構成資産がある「明治日本の
産業革命遺産」の世界遺産登録や、「Mine秋吉台」地域の日本ジオパーク

への認定など、山口県が国内外から大きな注目を集めた一年でした。
　本県への関心の高まりを追い風にして、今年は、本県が誇るべき多くの魅力をさらに高め、広く国
内外に発信するなど、山口県の存在感を強め、新たな活力の創出につながる、大きな飛躍の年にして
いきたいと考えています。

【地方創生の推進】
　我が国が本格的な人口減少社会に突入する中、本県においては、全国より速いテンポで人口減少や
少子高齢化が進行しており、更なる人口の減少は、これからの地域経済や県民生活に様々な影響を及
ぼしていくことが懸念されています。こうしたときだからこそ、私は、人口減少問題に真正面から向
き合い、多くの困難を乗り越え、将来にわたって元気な山口県を創っていかなければならないと考え
ています。
　このため、昨年10月には、人口減少の克服と地方創生の実現に向け、目指すべき将来の方向や人口
の将来展望を示す「山口県人口ビジョン」と、具体的な取組の道筋となる「山口県まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を策定しました。
　総合戦略においては、人口の「社会減の流れを断ち切る」、「少子化の流れを変える」、「住みよい地
域社会を創る」という３つの基本的な方向を「やまぐち元気宣言」として掲げ、平成31年までの５年
間に、若年者６千人の雇用の場を創出し、人口の転出超過を半減させるとともに、合計特殊出生率を
1.65まで向上させるなどの目標を設定したところであり、今年は、未来への明るい展望を切り拓いて
いけるよう、取組を本格化させ、着実な成果につなげていく大変に重要な年であると考えています。

【社会減の流れを断ち切る】
　特に若い世代の県外流出に歯止めをかけ、若者を県内にとどめていくことが重要であり、その受け
皿となる魅力ある雇用の場の創出に向けて、本県の強みを活かした次世代産業の育成や戦略的な企業
誘致、県産品のブランド化と首都圏等への売り込み強化などにより、地域産業の「稼ぐ力」を高めて
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年頭挨拶

いきます。
　また、意欲ある中堅・中小企業の経営革新や技術革新、若者や女性の創業を支援するとともに、農
林水産業の担い手の確保と法人経営体の育成を加速し、成長産業化を進めます。
　さらに、昨年末に制定した「おいでませ山口県観光振興条例」に即して、全県的な観光推進体制を
整え、山口宇部空港における国際定期便の実現などインバウンド対策や、現在展開中の観光キャンペー
ン「やまぐち幕末ＩＳＨＩＮ祭」を一層推進するとともに、平成30年に迎える明治維新150年に向けて、
機運醸成に取り組みます。
　そして、創出された雇用の場を活かし、大学や企業等と連携・協働しながら、若者の県内定着やＵ
ターン就職を進めるほか、全県を挙げて、幅広い世代を対象としたＵＪＩターン対策の強化を図りま
す。国に対して要望している政府関係機関や企業の地方分散の促進についても、引き続き積極的な働
きかけを行うなど、本県への新たな人の流れを創り出してまいります。

【少子化の流れを変える】
　また、若い世代が希望を叶え、安心して結婚、妊娠・出産、子育てをすることのできるよう、昨年
９月に開設した「やまぐち結婚応縁センター」による、出会いから結婚までの一貫したサポートを強
化するほか、安心・安全な妊娠・出産のための保健医療体制や、社会全体で子どもや子育てを支える
環境の整備、女性が安心して仕事と子育てを両立するための保育サービスの充実などに取り組みます。
　教育の面からは、全国一の設置率であるコミュニティ・スクールの活動をさらに活発化させ、社会
総がかりによる「地域教育力日本一」の取組を推進するとともに、未来を切り拓く確かな力や豊かな
心を育み、やまぐちの未来を担うたくましい子どもたちの育成を進めてまいります。

【住みよい地域社会を創る】
　さらに、人口減少社会にあっても、県民の皆様が住み慣れた地域で元気に暮らしていくことができ
るよう、中山間地域での地域資源を活かした新たなビジネスづくりや医療提供体制の強化に取り組む
ほか、県民や企業等の社会貢献活動への参加を促進し、地域の絆づくりを進めるなど、持続可能で安
心して生活できる元気な地域の形成に取り組んでまいります。

【今年の決意】
　今年の干支、「丙申（ひのえ・さる）」には、物事の本質が明らかとなり、果実が成熟して固まって
いくという意味があります。そして、２月には、私の知事一期目の折り返しとなる、３年目のスター
トを迎えます。
　人口減少・少子高齢化など、県政が直面している困難は、県の力だけで突破できるものではありま
せん。
　私は、市町をはじめ、企業、大学、金融機関、民間団体、そして県民の皆様とともに、課題意識を
共有し、総力を結集して、県民誰もがはつらつと暮らせる「活力みなぎる山口県」の実現を目指し、
新たな県づくりを力強く進めてまいりますので、県民の皆様の御支援と御協力をよろしくお願いします。
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年頭挨拶

中国経済産業局長　　
畑　野　浩　朗

　平成28年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　さて、我が国経済は、企業収益や雇用情勢が着実に改善し、また、一部
に弱さがみられるものの、設備投資や個人消費にも持ち直しの動きが見ら
れるなど、緩やかな回復基調が続いています。こうした状況の下、アベノ
ミクスの「第２ステージ」に入り、政府としては、「新三本の矢」を放つ
とともに、「未来投資による生産性革命の実現」と、「ローカルアベノミク
ス」を推進しています。
　経済産業省といたしましては、中堅・中小企業・小規模事業者の「稼ぐ

力」の徹底強化を推進するとともに、ＩｏＴ（Internet of Things）の導入による製造・サービスの
改革など新たな取組の支援や、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）の大筋合意を機に市場開拓や
海外展開を目指す企業の支援、農商工連携の強化を推進してまいります。
　当局といたしましては、こうした動きを踏まえつつ、以下の３つの分野に重点的に取り組んでまい
ります。
　第１に、地域を支える産業競争力強化を推進します。
　中国地域のものづくり産業の「強み」を活かし、地域基幹産業の競争力強化、技術開発等イノベー
ション創出に取り組みます。
　また、ＴＰＰを視野に入れ、農業と観光のプロジェクトチームを立ち上げ、中国地域の先進的な取
組を支援します。
　第２に、地域産業の下支えとなる環境を整備します。
　「経営発達支援計画」の認定や、「よろず支援拠点」の機能拡充により、小規模事業者の支援体制を
強化します。また、産学金官連携によるイノベーション創出や、ＵＩＪターン人材の定着を支援します。
　第３に、固定価格買取制度の適切な運用に努めるとともに、エネルギーミックスの実現に向けて取
り組んでまいります。
　また、本年４月から電力の小売全面自由化が実施されることを受け、引き続き電力の安定供給や電
気料金の競争の促進に取り組んでまいります。
　これらに加えて、地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）による情報支援や、地方創生コンシェルジュ
等の人的支援等、地方創生に向け切れ目のない多様な支援を展開します。
　また、本年から市町村との連携強化のため「縁（ゆかり）パートナー」を設置し、当局の施策の周
知や、市町村からの相談対応等行ってまいります。
　最後になりましたが、年頭にあたり、新しい年が皆様にとって飛躍の年となるよう祈念いたしまし
て、新年の御挨拶とさせていただきます。

前進する中国地域へ
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年頭挨拶

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会　　
会長　大　村　功　作

　明けましておめでとうございます。平成28年の年頭に当たり、謹んで新
年のご挨拶を申し上げます。
　昨年６月に会長に就任後、初めて迎える新年であります。新会長として
半年間を振り返りますと、消費増税後の内需低迷の長期化に加え、中国経
済の停滞による外需の減退により、多くの中小・小規模事業者は、昨年も
景気回復の実感が得られない厳しい年でした。また、消費税の複数税率制
度の導入やＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）の大筋合意など、中
小・小規模事業者を取り巻く事業環境は、急速な変革を迎えることとなり

ました。
　政府は、新たに「新・三本の矢」を掲げるとともに、サービス業の生産性向上に向けた数値目標を
設定するなど、「地方創生」「一億総活躍社会」の実現に向けて様々な政策の推進を図っています。
　こうした中、昨年11月20日に沖縄県宜野湾市の沖縄コンベンションセンターで開催した第67回中小
企業団体全国大会では、中小・小規模事業者が連携・組織化を一層推し進め、ＩＴ投資や省力化投資
を促進し、生産性の向上の担い手と地方創生の牽引役となること等の宣言をいたしました。
　明けて平成28年こそは、全国の中小・小規模事業者が「稼ぐ力が付いた」と実感できる年になるこ
とを強く期待しています。そのためには、生産性の向上によって利潤の獲得と内需・消費拡大を進め、
地域資源や農商工連携の促進、ＴＰＰの活用を踏まえた海外展開や観光関連産業間の連携強化など攻
めの経営力強化と人材の育成・確保について、組合をはじめ中小・小規模事業者が「群」となって積
極的に取り組んでいく必要があります。
　まもなく、東日本大震災発生から５年となりますが、被災県の復興はまだ道半ばという状況です。
復興の加速化に向け中央会の持つ組織・人的ネットワークをフルに活用して、最大限の支援の継続を
行って参ります。
　本会は、今年創立60周年を迎えます。多くの先人のご努力によって培ってきた全国中央会の運営に
携われることを誇りに、「団結は力、見せよう組合の底力」の具現化に向けて邁進して参ります。
　本年が、中小・小規模事業者が持ち前のバイタリティを大いに発揮し、良き１年となりますことを
ご祈念申し上げまして、年頭に当たってのご挨拶とさせていただきます。

　　平成28年元旦
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新年のご挨拶

山口県電気工事工業組合
理 事 長　　前　村　隆　規

技術・安全・信頼をモットーに！

 役　　　員

岩国支部　　濱田　敎保　　　　宇部支部　　松本　洋雄

徳山支部　　田所　宏章　　　　下関支部　　和田　康孝

防府支部　　古谷　伸一　　　　長門支部　　磯野　謙治

山口支部　　入交　知則　　　　萩 支 部　　原田　利正

〒753-0074　山口市中央２丁目４番5号　山口中企ビル　３Ｆ
TEL 083-921-0885　　FAX 083-921-0955

副理事長　　城　　　英　明（柳井支部）
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新年のご挨拶

下松陸上運送業協同組合

〒744‒0022　下松市大字末武下字西市沖680‒21
☎ 0833‒41‒5011　Fax 0833‒44‒2052

で結ぶ全国安全輸送をモットーに

㈱井上運送店　　㈱金近回漕店　　下松運輸㈱　　㈱西脇運送店

野田重工運輸倉庫㈱　長谷川産業㈱　㈱サンキュウトランスポート中国

組合員企業

理 事 長　　田　中　　　豊

協同組合 柳井総合卸センター
理事長　西海　俊夫　　副理事長　幡田　光明　　大野　倍代

〒742‒0021　山口県柳井市柳井1574番地22　TEL 0820‒22‒3531　FAX 0820‒22‒1484

有 限 会 社　 大 石 商 店

有限会社　大野屋商店

株 式 会 社　 オ ガ ワ

カワノ工業　株式会社

木 山 繊 維　 株 式 会 社

株 式 会 社　 九　　 動

株式会社　グッドライフ

周 東 酒 販　 株 式 会 社

株 式 会 社　 嶋 屋 商 会

周 防 食 糧　 株 式 会 社

立 川 蒲 鉾 店

田 中 商 事　 株 式 会 社

中四国ソルト　株式会社

株 式 会 社　 土 網 商 店

西日本液化ガス　株式会社

株 式 会 社　 友 松 商 店

株 式 会 社　 幡 田 商 店

株 式 会 社　 弘 中 商 店

有 限 会 社　 三　　 友

株式会社　柳井魚市場

山口合同ガス　株式会社

有 限 会 社　 山　　 中

新春のお喜びを申し上げます
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新年のご挨拶

外国人技能実習生受入組合

☆ 人的交流を通し国際貢献 ☆

ユー・アイ・ケイ協同組合

理事長　西山　一夫

山口県宇部市大字善和203番地249
Tel 0836-62-5555
Fax 0836-62-5556
E-mail : u-i-k@lake.ocn.ne.jp
URL : http://www.e-jaro.jp/uik/

協同組合下関造園クラブ

みどりのプロ集団

〒752‒0933
下関市長府松小田本町８番31号
TEL 083‒250‒5231
FAX 083‒250‒5232

物流はネットワークの時代
あらゆる輸送ニーズにお応えします

防府流通センター協同組合

代表理事　喜多村　誠

〒747-0833
山口県防府市浜方473番地14
TEL 0835-23-9976
FAX 0835-23-9979

防 府 通 運  株 式 会 社
周 防 運 輸  株 式 会 社
株 式 会 社 馬 場 回 漕 店
防 府 合 同 運 送 株 式 会 社
千 代 田 運 輸 株 式 会 社
防 府 貨 物 運 送 株 式 会 社
防 石 陸 運  株 式 会 社

【出資組合員企業】
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新年のご挨拶

宇部工業グループ事業協同組合
代表理事　河　野　光　伸

〒759‒0295                       
宇部市大字妻崎開作874番地の１
☎ 0836‒41‒8448　FAX 0836‒41‒2852

山口県室内装飾事業協同組合
理事長　古　野　訓　章

〒744‒0004　下松市青柳一丁目３番１号
☎ 0833‒44‒4886　FAX 0833‒44‒0130

http://hot-info.axis.or.jp/
E-mail　yama35naisou@diary.ocn.ne.jp

官公需適格組合
TORI  KAERU 室内装飾・リフォームなどご相談下さい

新下関生コンクリート協同組合
理 事 長　渡　辺　　　正
副理事長　植　木　達　朗
副理事長　木　村　光　雄

〒751-0832
下関市生野町二丁目29番15号　（是松ビル４階）
TEL 083‒254‒0144　Fax 083‒253‒2101

山口県左官業協同組合
理事長　下　野　賢　一

〒740-0016　山口県岩国市三笠町二丁目４番45号
　　　　　  下野工業㈱内
　　　　　　　TEL 0827-29-3180
　　　　　　　FAX 0827-29-3181
http://www.yamaguchisakan.com/

塗り壁で健康一番 いきいき家族

平成 28 年　元旦
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新年のご挨拶

車、、

山口 信用保証協含
山口曽難庖 山口市申央四丁目5-16 Ta. 083-921-3091 

下 闘 支 庖 下闇市岬之町8・11 Ta. 083・223-6231

周 南 支 庖 周南市緑町一丁目75・2 Ta. 0834-31-f文光幻

額支庖 蔽市文字唐橿町田 Ta. 0838-25-2010 

柳 井 支 后 棚井市申央=丁目15-1 Ta. 0820-22-<友克幻

岩 国 支 庖 岩国市今樟町一丁目18-1Ta. 0827-21-5125 

宇 都 支 庖 宇部市曹町三丁目4-21 Ta. 0836ー21-7361

[ 信用保証協会は 「公的な保臥Jとして 冒
強力にパックアップします 目

山口県信用保証協会は、中小企業・小規模事章者の皆様の更なるご発展をお手伝いいたします@

[ 

， 
連帯保置人は原則

として代費者のみ

、

[…々なシーンに合わせた

保置制鹿l

A 

信用保竃協舎の
ととがおす寸"'1>t 

」、
[醐一]制度で賞金繰安定

j 
(官官.• [ 

信用保証料

以外の費用は不要

A 

山口県慣用保E協会、金融構困、県内の商工会随所、山口県商工会連合会及び
山口県中小企集団体中央会等の窓口へご相眼ください.

詳しくはホームページで・.. | 一

'... 
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新年のご挨拶
••• 

こつこっきちんと あなたのため こつこっきちんと みんなのため

こつこつきちんと 地球のため こつこつきちんと 明日のため
込
山

dv井

:謹んで新春のお慶びを申し上げます i 
:皆さまのご健康とご繁栄をお祈り申し上げます

山口県中小企業団体中央会共済制度

1.特定退職金共済制度

人材確保・定着のための従業員の退職金準備

2.オーナーズプラン(団体扱生命保険)

経営者の事業承継対策とリスクマネジメントのために

3.パートナーズプラン(団体扱生命保険)

役員・従業員の皆さまへの福利厚生のために

4.ビジネスJネクスト(業務災害補償保険)

従業員の業務上のケガのリスクから企業経営を守るために

【特定退職金共済制度実施団体】 【特定退職金共済制度引受保険会社】
山口県中小企業団体中央会 【ビジネス Jネクスト取扱代理庖】
'T753-∞74山口市中央4-5-16 山口県商工会館6F 三井生命保険株式会社
TEL 083-922-2606 FAX 083-925-1860 

【ビジネス Jネクスト引受保険会杜】
(お問い合わせ)三井住友海上火災保険株式会社

(お問い合わせ) 三井生命保険株式会社 山口支社

三井住友海上火災保険株式会社山口支唐山口支社
〒750・∞12下関市観音崎町12番 12号

'T753・0076山口市泉都町1-33 泉都新ピル3階
TEL 083-223-0322 

TEL 083-924-5984 FAX 083-924-7948 FAX 083-223-0730 

|三井生命保険株式会祉は三弁住友海上火災保険株式会社の取扱代理屈として損害保険代理后委託契約を締結しています。

※詳しくは、「商品パンフレツト」をご覧ください。

ご検討にあたっては、『設計書(契約概要)Jr特に重要な事項のご説明(注意喚起情報)Jrご契約のしおりー約款」

および山口県中小企業団体中央会の「退職金共済規程』を必ずご置ください。

三井-KB-27-626 B-27-1318 (H27.11) 使用期限 H28.3
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　12月17日㈭、下関市にて「アンガーマネジメント」
スキルを学ぶ講習会を開催し、40名が参加しました。
　アンガーマネジメントとは、怒らないようになる
ことではなく、怒る必要のあることは上手に怒れ、
必要ないことは怒らないようになることで、怒りの
感情に振り回されず、職場でのコミュニケーション
を円滑にするためのスキルです。
　講師のcoco-emi代表　小林　洋子氏からは、怒
りには種類があること、怒りの感情のピークは長く
て６秒であり、その間我慢するのではなく怒りを見
極めて判断すること等が紹介されました。最後に「怒
りはモチベーションにも変えることができる。今日
学んだことを毎
日トレーニング
してみてほしい」
と伝えられ、参
加者は熱心に話
に聞き入ってい
ました。

組合等ニュース紹介

　12月15日・16日の２日間、広島市「県立広島産業
会館」にて「ものづくり補助事業成果発表・ビジネ
スマッチング会『中小企業　新ものづくり・新サー
ビス展』」が開催されました。
　中国・四国ブロック管内の「ものづくり補助金」
を活用した事業者のうち、約150社がブース展示を
行い、山口県からは12社が出展しました。
　特設ステージでは、随時、出展者によるプレゼン
テーションが行われ、16日にプレゼンを行った㈱
MOT総合研究所（宇部市）は、本補助金を活用し
てクラウドファンディングのシステムを開発し、そ
の後別会社を設立して投資型クラウドファンディン
グ「KAIKA」を立ち上げた経緯や仕組みを紹介し、
来場者へ成果としてPRしました。

中小企業　新ものづくり・
新サービス展が開催される

山口県中小企業団体中央会青年部
 （会長　山田　泰史）

怒りとイライラをコントロール
する技術を学ぶ！

　12月12日㈯、本会の組合等活性化支援事業を活用
し「食品衛生」をテーマに研修会を開催しました。
山口県生活衛生課より「食中毒防止と衛生管理」、
イカリ消毒㈱より「異物混入対策」についてそれぞ
れ講話があり、HACCP導入やノロウイルス対策、
異物混入を防ぐポイント、金属検出器の運用など話
は多岐にわたりました。消費者の身体の安全に直結
する内容とあって、参加した組合員は熱心に耳を傾
けました。本組合ではパン製造に係る技術研修の他、
食の安心・安全につなげるための食品衛生などの研
修を定期的に開催し、組合員の意識の醸成を図って
います。

山口県パン工業協同組合
 （理事長　松村　　豊）

食品衛生についての意識の徹底を！

15日に行われた開会式の様子

ライフスタイル協同組合
 （理事長　船﨑　美智子）
　本組合が山口県女性創業サポート事業として(公財)
やまぐち産業振興財団の委託を受け実施した「女性
創業セミナーWITTY」の平成27年度修了式が、12
月３日、山口市で開催されました。
　初めに、県阿野商工労働部長より挨拶の後、受講
生代表に修了証が授与され、続いて、終了生53名の
うちから選抜された17名がビジネスプランを発表し
ました。一人あたりの持ち時間７分の中で、セミナー
で学んだ内容を活かし、食や子育て等女性ならでは
の目線に立ったビジネスプランが発表されました。
発表を聞いた講師や金融機関からは「実現可能性の
高いプランが多
いがさらに差別
化を考えて欲し
い」「もっと数
値目標をしっか
りと」といった
講評が寄せられ
ました。

平成27年度女性創業セミナー
WITTY修了式を開催

ワークショップの様子
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お知らせ

人材の紹介や、雇用調整対象者に
再就職の支援をしています

人材が必要な企業の皆様
　採用に当たっての要望をお聞きして、きめ細かな対応に努めています。

雇用調整を検討されている企業の皆様
　全国ネットを活用して、収集した情報を提供し、個別相談やアドバイスを行い、退職を余儀
なくされる従業員の方に、次の職場を紹介します。また移動が有利になるよう資格取得の制度
も有ります。ご相談ください。
　負荷不足に対して、一時的な回避手段として「在籍出向」も斡旋します。

(公財）産業雇用安定センターは、経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益財団法人で
全国ネットでサポートしています、費用はかかりません。　お気軽にご連絡ください。

公益財団法人
産業雇用安定センター山口事務所

ナガオビル
４階

〒754-0014　山口市小郡高砂町３-26　ナガオビル４階
TEL（083）973-8071　　FAX（083）974-5135
TEL (083）973-5136

最新の情報はインターネットで…http://www.sangyokoyo.or.jp/

女性リーダー養成セミナー
　これから組織のリーダーとして活躍する女性参加者に、自分
自身を見つめ直しながらリーダーとして必要とされるスキルを
学ぶとともに、同じ立場に立つ女性同士が交流を図ることを目
的に、宇部・周南の２会場で全３回にわたって開催されました。

コミュニケーションを円滑にするために聴き方を強化しよう
１）姿勢（人の話を聞くときは前のめりになってうなずく）
２）あいづちを打つ（いいですね、なるほど、等のプラス言葉）
３） 否定しない、最後まで聴く（途中で自分の意見を押し通さず、

よく話を聴くこと）
☆ 自分より年上の部下がいる場合も、褒めることが大切。相手
の成長を喜ぶ姿勢を持とう。

職場のストレスを軽減！アサーティブコミュニケーションを身につけよう
　アサーティブコミュニケーションとは、相手も尊重した上で、
誠実に、率直に、対等に、自分の要望や意見を相手に伝えるコ
ミュニケーションの方法論のこと
１） たくさん仕事を抱えているのに新たな仕事を頼まれたとき

→できない理由を伝え、代案を提示する
２） 部下に仕事を頼みたいとき→「急なお願いで申し訳ないで

すが」等言葉のクッションを使う
３） 部下への叱り方→やみくもに自分の意見を通すのではなく、

いったん相手の意見を受け止めてから反対意見を切り出す
と良い

男性管理職セミナー
　男性管理職を対象に、女性社員の育成・支援について今一度
考えながらダイバーシティマネジメントスキルの理解ととも
に、多様な部下への支援力の強化ポイントについて学ぶことを
目的に、山口市にて開催されました。

女性に対するキャリア支援のポイント
１）やりがいのある仕事を与え、ステップアップの機会とする
２）ステージを上げるため、新たなスキルを身につけさせる
３）自律的なキャリア意識を持たせる
４） 育児・介護との両立策として、時間型から成果型にシフト
する

５） 女性社員が将来をイメージできるロールモデルと出会える
環境を作る

育成スキルを身につけるには
１）思い込みを捨て、画一的な思考パターンから抜け出す
２）多様な部下と向き合う対人基礎力を身につける
３）自己開示し、共感をもって言語化して相手に伝える・見守
ることが重要

　本会では、組合主体でのセミナー開催費の助成や講師の紹介
等を行っています。ご興味のある方は担当職員までご連絡くだ
さい。

女性リーダー・男性管理職に必要なスキルとは
　山口県は『みんなが活躍できる地域社会の実現』を目指し、様々な重点施策を実施しています。そのような中、本会職員が
下記セミナーに参加した体験をリポートします。
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 11月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

平成27年11月期

　11月の業種別景況のＤＩ値は、13業種の内２

業種が好転し、10月に好転した４業種は横ばい

の状況を維持している。

　食料品や卸売業では食材等の品薄により価格

が高騰している。

　繊維工業、一般機器、輸送機器の景況は上向

きだが、依然として短納期要請が続いている。

　運輸業、建設業では受注が減少しており、総

じて景気の動向に注視して行く状況にある。
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情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　全国菓子連合会はバター品薄・価格高騰の現場の声を収集中。 (パン・菓子製造業）
○　11／25時点で昨年同月の売上をクリア。ＮＨＫの “花燃ゆ” 効果に加え、世界遺産登録
で好調に推移している。 (水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　来年２月末まで新製品生産のため操業日数と残業を増やし対応している。新製品発売が
開始されたが販売状況が悪く、生産調整が懸念される。 （下着類製造業）

○　日本製の良さが再認識されているが、事業者数と外国人実習生を含む雇用人数が減少、
短納期・小ロット生産に変化なく、先は読めない。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新設住宅着工数は前年同月よりやや増加したが、一昨年並みまでには回復していない。
木材価格に変動はない。 （山口市）

○　公共事業の受注は増えているが民間の受注が年々減少しつつあり、トータルでは変化が
無い状況。 （下関市）

印 刷 ○　人員削減で収支改善が見えてきたところだが、本業外の受注による外注費が増加。本業
での印刷量の増加、原価低減にならない限り利益が読めない状況。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　出荷量は、前年同月比105％、前月比115%。下関地区の生コン価格は来月より値上げの
運びとなった。 (生コンクリート製造業）

○　相変わらず、墓石の移転や撤去の仕事が多い。移転は如何に追加の仕事を取るか、撤
去は産業廃棄物の墓石を少しの費用で合法的に処分するか課題。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　業界の景況は概ね不変。自動車関連ではメーカーのタイミングもあって受注件数が落ち
たが、12月以降は回復の兆しが見えてきている。 （一般機械器具製造業）

○　設備操業度は受注の延期等で10月に比べやや下がっている。インサート金型（先に金属
を金型にセットして樹脂成型を行うと、金属と樹脂が一体となるような製品を造る金型）が
多い。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器 ○　鉄道車両、精密機械とも作業量が上向いたが、車両は長期だが、機械は短期で、販売
価格・単価の低価に歯止めがかからず経営は厳しい。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業 ○　“ふく”、鮮魚ともに漁獲高が減少し、商材入手が困難。 （生鮮・魚介卸売業）
○　緩やかな景気回復傾向と言われるが、あまり回復感は無い。 （各種商品小売業）

小 売 業
○　地場のスーパーが閉店し、買物弱者のお年寄りが徐々に商店街に流れている。売上増の
チャンスだが、経営者が高齢で意欲に欠けている。 （各種商品小売業　岩国市）

○　11/27～29開催のサッカー “レノファ山口Ｊ２優勝記念キャンペーン” は、機を捉えており、
好評であった。 （各種商品小売業　山口市）

商 店 街
○　プレミアム商品券の効果も薄れ低迷しており、現在の状況で消費税増税は考えられない。
イベントも消費に結びつかず、年末年始も厳しいと予想している。 （山口市）

○　イベントでは各店工夫を凝らし営業したが、思う程の売上がなかった。商店街は若い人
より年配者の利用が多いが、その年配者の通りも少ない状況。 （萩市）

サービス業
○　忘年会シーズンに入り例年通り売上高の増加傾向になりつつある。 （旅館業）
○　秋の繁忙期も全体的に疎らで終わり、業界全体でかなり厳しいとの声である。マイナン
バーで扶養を外れたくなく、出勤を拒むパートもいるようだ。 （普通洗濯業）

建 設 業
○　工事量は回復の方向ではあるが、現在は一時的に少なく踊り場の状態。 （左官業）
○　地域の建設業者に景気や手持ち工事量を聞いてみるが、まあまあとか、変わらないとか、
良くなることはないとか、業界全体で、どちらかというとマイナス思考の回答が多い。

 （土木工事業）

運 輸 業

○　昨年度に比べ、受注は減少している。中国向けを主とした輸出関連の受注が減少しており、
期末にかけて受注減は続きそう。 （一般貨物自動車運送業　防府市）

○　輸送量が減っているが、年末の輸送増加に期待。県内でも景気が改善しているのか、求
職者の売手市場を実感している。運転手や作業員の離職が多く、職安などの求人も中々応
募がない状況が続いている。 （一般貨物自動車運送業　宇部市）

○　タクシーチケットの取扱い金額は、11月１日～20日分は▲8.6％と大幅な減少。防府 
▲16％、周南▲16％、下松▲17％、光▲22％。組合員の全域で▲15％となった。

 （旅客自動車運送業）

景況動向

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成27年11月期
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お知らせ

　本会は、平成28年２月をもちまして創立60周年の佳節を迎えることになりました。これもひとえに皆々様のご
支援、ご協力の賜物と深く感謝申し上げる次第でございます。
　つきましては、下記の通り心ばかりの式典を催したく存じます。万障お繰り合わせのうえ、ご出席賜りますよ
うお願い申し上げます。

１　目　　的　 　中央会が創立60周年を迎えるにあたり、中小企業組合の持つ意義とその果たしてきた役割、さらに
は中小企業並びに中小企業連携組織の今後の在り方を改めて認識する。

　　　　　 　また、これを契機に、中央会、組合等連携組織、地域中小企業者間の交流を促進し、組合制度の周
知・普及、組合活動の活性化、地域との連携の緊密化を図り、中小企業連携組織を基盤とした中小企
業の安定的な成長発展の実現を目指すことを目的とする。

２　日　　時　平成28年２月15日㈪　第１部　記念式典　　14：30～15：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　第２部　記念講演会　15：45～17：15
　　　　　　　　　　　　　　　　　第３部　祝賀会　　　17：30～19：00

３　場　　所　「ホテルかめ福」山口市湯田温泉４-５　　TEL 083-922-7000
　　　　　　　新山口駅から会場までの送迎バスを用意します。
　　　　　　　ご利用の方は、申込書にご希望をご記入ください。

４　内　　容
　　　第１部　記念式典　　次　第：開会のことば
　　　　　　　　　　　　　　　　　主催者あいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　表　彰　・中小企業庁長官表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・中国経済産業局長表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・山口県知事表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・全国中小企業団体中央会会長表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・山口県中小企業団体中央会会長表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　受彰者謝辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　来賓祝辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　祝電披露
　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会のことば

　　　第２部　記念講演会　《テーマ》
 　　　　　　　　　　　　 「ローソンの再建事例に学ぶこれからの企業経営」

　　　第３部　祝賀会　　　次　第：・開宴のことば
　　　　　　　　　　　　　　　　　・乾　　杯
　　　　　　　　　　　　　　　　　・万歳三唱
　　　　　　　　　　　　　　　　　・閉　　会

５　参加申込
　12月上旬にご郵送した案内文申込書に必要事項をご記入の上、平成28年１月22日㈮までにお申し込みください。
　または、中央会ＨＰ（http://axis.or.jp/info/7684.html）の申込フォームよりお申し込みください。

《講師プロフィール》
株式会社都築経営研究所代表取締役／元ローソン・ジャパン社長／雑誌「農業応援隊」発行人／全日本農商工連
携推進協議会会長／内閣官房地域活性化伝道師／六次産業化プランナー
スーパーマーケット・ダイエーに入社、主に食料品の仕入れに従事。アメリカ企業とダイエーの合弁会社の取
締役に就任し、アメリカ勤務。その後、コンビニエンス・ストア・ローソンの代表取締役に就任。倒産寸前のロー
ソンを再建し、当時80店舗しかなかった店舗数を、在籍中3000店舗にまで拡大。全国展開の日本を代表するコ
ンビニエンス・チェーンに急成長させる。その後、上場会社の社長を経て独立。現在、「都築経営研究所」代
表取締役として、コンサルティング、企業顧問、講演などを中心に活躍中。内閣官房「地域活性化伝導師」、「六
次産業化プランナー」、2008年に設立された「全日本農・商・工連携推進協議会」の会長として淘汰されつつ
ある中小企業と崩壊の危機にある農業・農村の活性化の支援を行っている。

【祝賀会会費】
7,000円／１人（事前に銀行振込をお願いします。）
西京銀行　山口支店　普通　0284935
山口銀行　山口支店　普通　0796287
口座名義　山口県中小企業団体中央会

《講　師》
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山口県中小企業団体中央会
創立60周年記念式典の開催について



今月のさわやかレター

山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号
　　　　　　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/

印刷製本　株式会社 桜プリント社

　組合で事務を担当されている三浦和恵さん（写真中央）にお話を伺いま

した。

　三浦さんは入社して約20年のベテランです。15年間パートとして勤務さ

れた後、正職員にキャリアアップされました。正職員になってからは、フ

ルタイムで勤務され、タクシーチケットの発券や請求書発行等の事務をご

担当されています。仕事の意気込みを伺ったところ、「ミスがあると大変な

ので、細心の注意を払っています」とのこと。

　趣味は「友人とのランチ巡り」や「映画鑑賞」だそうです。

　組合ＰＲをお願いしたところ、「最近は繁華街の利用客減少に伴いタク

シー利用も減っています。反対に、お年寄りの利用者は増えています。皆

さん、もっとタクシーを利用してくださいね！」と笑顔で答えていただき

ました。

編集後記
　あけましておめでとうございます。平素より会報「山口県の中小企業」をご愛読
いただきましてありがとうございます。今年も質の高い情報発信を心掛け、会員サー
ビスの向上に努力する所存でございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、今年の干支は「丙申」。占いでは、申年生まれの人は頭の回転が早く、明
るく人付き合いが得意で盛り上げ上手と言われるようです。周りに年男・年女の人
がいるのなら、一緒に行動してみると新しい発見がたくさんできるかもしれません
ね。 （平田）

2016
Jan

周南地区タクシー協同組合
清田　陽子さん　三浦　和恵さん　河村　章代さん

　みどりの風協同
組合（坂本多旦理
事長）より、今年
も本会にシクラメ
ンを頂きました。
　この場を借りて
お礼申し上げます。


